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はじめに  

発達とは，大体，発展のことである－末広がりの，又より微細な，よ  

り複雑多岐の。そして英語もその一滴一他言語には見られぬ凄まじい発  

展－ももつ。だか又発達にはマイナスの発達もある－英語は又ある面   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



菅 沼   惇  138  

では，他の諸言語に見られぬ，あられもない発達をなした言語である。   

今回はその後者の種類での，又，その語源と由来のw小英語史の物語が  

展開することに．なる。   

1現代英語での現状  

現代英語，或いは何か特異現象は抜きにしておけば近代英語もー・緒にし  

ておいてよいことだが，での定冠詞・関係代名詞・指示代名詞の使用例一  

次章以後のOE期・ME期での状況とよく比較・対照ができて，理解がし易  

いように，聖書中心の用例をなるべく引くように努める－を先ず挙げて  

置く。   

11 定冠詞  

（1）a．and sent out a raven：建竺raVen flew then out and…1）  

G丘■〃Ⅶ＿7  

b。The woman conceived and bore a son，andh… andled the  

child theIeOn，EXODhII＿2、3  

c”The earth tru1y wasempty，GENⅠ，2  

12 関係代名詞  

（2）a。and there took a Canaanitish woman，竺垣WaS named  

SuahG点－ⅣⅩⅩⅩⅦ＿2  

b．…tree，yielding fruit afterits kind，Whose seedisinitself，  

C丘■〃‖Ⅰ＿11  

c．．Cain took hiswife，by whom he got Enoch．GEN Ⅳ＿17  

d．，God saw every thing that he had made：GENI＿31  

e．on the7th day God ended his work，Which he had made：  

G丘■〃Ⅰ＿2  

以上のように関係代名詞は，Who，Whose，Whom，Which；thatである。  

注1）このように，又以‾F断らないかぎり，ModE訳は筆者によるできるだけ他の原典  

に合うように心がけての直訳的試訳であること。   
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13 指示代名詞  

（3）a”工垣isnowaboneofmybones，GENⅢr23  

b。This man the Lord gave to meh GENⅣ＿l  

c．These aIe Noah’sgenerationsGENⅥq，  

dCount these stars，ilthou canst：GEN XV＿5  

（4）a”Whatis些（flower）overtherel？  

b“These（books）aremine；i垣（books）areyours 

2出発点－OE期での概況  

現代英語の原点である古期英語においては，先ず簡単に述べておくと，  

定冠詞も指示代名詞も関係代名詞も，全てse，SeO，＞aet等の指示代名詞  

が，その三機能の役目を果していた。先ずその性・数・格での形態変化の  

表を示して置く。  

Sgl   pl  

n   全性   

nOm  Se  SeO  ＞記t  pa   
aCC  わone pa  p記t  ーa   
gen  〉記S わ把re p記S  p記ra   

dat  ＞記m ♭aere ＞aem  p記m  

実際の使用例はそれぞれ関係箇所で示す。それらが後世どのような変遷  

をなすか見ものである。   

3三つの流れ  

31 定冠詞の流れ   

311 古期英語での出発   

表1の各語が各名詞の性・数及び文中での格に従っての当然の形態が選  

ばれて使われたのである。次のような例である。   
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（5）2）a．r asendeuta，nnehremn：竺hremnfleah∂autr…GENⅦL7  

b”Seogeeacnoder cendesunu，「…rlede連Cild t）ZerOn，  

且XO∠）．Ⅱ＿2、3  

c”Seoeor∂eso∂licewa∋Sidelr aemti，GENI－2   

先ずこの（5a）では，あのE”APoeの「大為」（TheRaven）を思い出  

させる，男性名詞hremn（又はhr記董n叫この方がMod Eそっくりであ  

る）にほseが冠している。その前のaennehremnのaenneは，数詞（乃  

至は不定冠詞）anが対格屈折したものである。（5b）の＿と＿聖上Cildは中  

性名詞cildの対格に付いた場合で，（5c）量望eOr∂eほ女性名詞eor∂eの  

主格形に付いた場合である。  

（6）a・・On塾聖0∂rum mon∂e，On亘望竺SeOfonteo∂an daeg旦空室  

mon∂es，…・G且ⅣⅦ＿＝  

（＝In the second month，On the seventeenth day of the  

month，‥）  

b．of∂aera treowa wzestme∂e synd on Paradisum we eta∂；  

Ggル Ⅲ＿2  

（＝Of the trees’fruit that arein Paradise we eat；）   

ここでは（6a）の現代英語そっくりのmon∂もdaegも共に男性名詞  

であり，前置詞onは与格又対格支配なので，定冠詞ほ前者に∂am，後老は  

∂oneが置かれており，属格の男性名詞mon∂esには∂aesが冠している。  

（6b）のtreowaは属格複数形なので定冠詞もそれに．合わせて∂aeraと  

なったものである。   

以上の通りOE期では性・数・格にそれぞれ合わせた，本当に色々と大  

変な姿をした定冠詞だったのである。   

312 中期英語での動揺   

そのような多種多様な姿で始まっていた定冠詞が，英語の混乱期である  

注2）現代語訳は，以下，付記していない場合は仁現代英語の章に既出のものである。  

「はandの簡易文字。尚OEでもand又はondであった。  

点線は，以下，断らない限り，筆者による便宜上の省略を示している。   
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中期英語期には，Se，SeOというs一系の語が段々と現れなくなって行き，大  

勢を占めていたゎ一系の語も非常に単純化されたわeが統一・的に使われるよ  

うになるが，更にその後，その古宇トが新綴字thに代り：theが使われ  

るようになって行ったのである。この期におけるそれらの例を挙げよう。   

先ず，英語の実物そのものの姿に余りに．もよく違いが出ていて，英語史  

上OEとMEの境い目だとされている辺りから－ A乃gわー5αヱ07‡  

Cんrα扇c・Jβの最終部分（別称Pefer・あor0祝gんC／乙γ07‡icJe）から一二例挙げる。  

（7）a．・r Sekynghithimiaettel‥（3行省略）‥。r SWa he ferde  

mid上里CyngtOWincestrelMILLESIMO CXXⅦ，l［19～  

15（底から）  

（＝And the king grantedit to him”…・And so he wentwith  

the king to Wincheste‡＼）  

bい Pa com Henriabbotlr unl－eide＿とヱmuneCeS OL BuICh to  

上里kingMILLESIMOC XXX‡l11～2（＝Thencame  

Abbot HenryAnd accused the monks oL the city to the  

king。）   

この（7a）では古英語の竺kyれgと中英語の上里Cyngが混在してい  

る有様である。又（7b）では複数名詞のmuneces（＝mOnks）の冠詞に  

まで，もう わeが使われている。   

そして，その後はこの f，eがthe綴りとなって行く。それらの例を先の  

OE版聖書の対応箇所でWyclilfite版から示してみよう。  

（8）alIand sente out a crowe，迦Which5ede out，and…‖GEN  

Ⅶ＿7（但し前版）  

b．”，Which conseyuede，and childide a son．And…．And…，  

and puttide！垣30ngChildwithynne，EXODII～2～3（後版）  

C・lForsothe建竺erthewasidelandvoide，GENI－2（後版）  

（9）a”In坐Sixe hundrid3earOf thelijfof Noe，in主垣SeCunde  

moneth，in the sevententhe daiof the moneth，・1GEN Ⅶ＿＝  

（後版）   
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b。Of the fruyt of trees3）that benin paradis we eten；GEN  

Ⅲ＿2（前版）   

尚その他のことで，結果的には統語論上のことにもなるが，音韻論上の  

作困によって，この定冠詞theが異形態を生み出している場合がある。次  

例のようなものである。   

qQ）4）a．．And welwe wer・eneSed atte beste“t29  

（＝And we were welleased at the best．）  

Buttrewelytotellen，at空1aste，／Hewasinchircheanoble  b 

ecclesiastell707～8（＝But to telltruly，at thelast，he was  

a noble preacherh）   

ことばというものが同化・吸収の現象の過程を見せている興味深い例で  

ある。   

313 近代英語期以降で   

先ず，近代英語期でもそのtheがそのまま受継がれてきた。従ってそれ  

らが現実文でどのように使われていたかの用例はここでほもう割愛する  

が，形態」ニー寸珍らしい例を挙げておこう。   

OD Andoutof予groundtheLORDGod formedeverybeastofthe  
field，G丘－ル＼Ⅱ＿19   

この奇形‘予，は，ME迄の形態の peのわとyが混同されて起ってき  

たと言われてい る。   

32 関係代名詞の流れ   

321 0Eでの出発一源流   

関係代名詞の出発も，表1のそれぞれの語が，それぞれの先行詞の性・  

数に呼応して，又それ自身は自身で，その節中での関係による格を得て，  

使われていたのである。又不変化辞‘わe’も関係代名詞として使われた。  

注3） これは前版，後版ともに定冠詞を使用していないが，もし付けるとするとtheと  

なる筈である。   

4）拙論（1993b）「Chaucerの言語研究－ThePrologueT英語の史的発達－」  

（香川大学教育学部研究報告第Ⅰ部第88弓）Ⅲ1に所載。   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



Se，Seo，Daetからの［fi  143  

（12）a．，Be Sellan he gestrynde Tubalcain，Se WaeS Zeg∂er ge  

goldsmi∂ geirensmi∂，GEN Ⅳ＿22（＝By Zillah he got  

Tubal－Cain，Who was either a goldsmith or anironsmith，）  

b。r nam∂aer an Chananeiscwi董，SeO Wa∋S genemned Sue  

G且ⅣXXXⅦ＿2  

cいWilt∂u bzeticgar clipie ＞eanEbreiscwif ♪aet f）iscild  

fedan ma∋ge？EXODII＿7（＝Doest thou wishthatIgoand  

callto thee a Hebrew woman that may feed this childl？）   

これらが，先ず，先行詞に合わせて－Wifが，自然性に．従った場合と，  

文法性（中性）に従った場合と，二＝通りに使われていて面白い一男性・  

女性・中性の関係代名詞が使われている例である。   

㈹a。Seocendehim亘望里竺，』竺hegenemdeGerson，EXOD・II－22  

（＝The woman bore him a son，Whom he named Gershon：）  

b．，・treOW WZeStm WyrCende zefter his cynne，∂aes saed sy on  

him syluum…GENI＿11  

cい Cain nam wif be∂記re he gestrynde EnochGEN ⅣN17  

dいAbrahamsealdeIsaace三重垣heahteGEN XXV－5  

（＝Abraham gaveIsaac allthat he owned）  

e，God ∂a gefylde on∂one seofo∂an daeg his weorc ∂e he  

worhteGEN Ⅱ＿2   

こゝでは男性名詞sunuを先行詞とする，関係代名詞の対格単数＞one  

や，男／中性名詞w記Stmを受ける属格関係代名詞‘∂aes’や，前置詞付き  

の関係代名詞与格単数女性の‘∂記r・e’や，中性の対格嘩数‘♭αf’，及び  

不変化辞‘∂e’が使われている。  

q胡 a．．God…「  totwzemde ∂a waeterIu，  ∂a waeron under・∂aere  

faestnysse，fram ∂am ∂e w2erOn bufan ∂2ere faestnysse：  

GENI＿7（＝Godl1and divided the waters，Which were  

under the firmament，from those that were above the  

fir・mament：）   
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b”r he asent∂eod冬Ofer eowofleorwegum，∂aera spraecage  

ne cunnonDEUT XXⅦ＿49（＝And he sha11send a nation  

overyoufrom faIaWay，Whosespeachyoudonotknow）   

これは（14a）の方が，複数名詞を先行詞とする主格複数関係代名詞の  

‘pa，と，与格複数の指示代名詞を先行詞とする不変化辞の関係代名詞  

‘♭e，の使用例であり，（14b）のカは，女性名詞∂eoda（国民，人々）  

を先行詞とする属格複数の関係代名詞‘∂紀Ⅰ・a’の例である。   

英語の関係代名詞は，先ず，このような使われ方をその源流としたの  

だった。   

322 MEでの流れ   

3221 本流   

上のOE期の諸例に対応する箇所がどうなったのか，ME期での例を  

Wyclillite版の聖書で見てみよう。   

㈹a5〉sella gate Tubalcaym，  that was an hamer smyth，and a  

smythinto alle werkis olbras and of yr・un；GENⅣr22（前   

版）  

b，6）and he took ther a womman ol  Canaan，that was named   

Sue，GEN XXXⅦ＿2  

c。Wolt thou that Y go，and clepe to thee an Ebrew  WOmman，  

廷吏maynurischetheyongchild？EXOD”Ⅱ－7（後版）  

Q6）a．sche childide7）an other三堅竺，竺虫9竺he clepide Eliezer，  

注5）用例文の意味は，以下，対応するOE版用例かModE版用例をみよ。   

6）Wycliffite版が，両版ともに，関係詞節を使わずにof句表現をとって：いるので，   

これは筆者によるME試訳－もっと古典語のLatin作文等も，学生の時には練習   

させられたのだから，いやOE作文とかME作文はなかったようだが，それ位の知   

的サーカスほよいだろうーである。OE（前頁（12b））に原典ミスを発見したが，  

そのことについては又稿を改めよう。   

7）この語ほ面白そうな語だ。筆名は学生の時，西洋萄学史を講じる西欧人牧師の   

「爆弾する」という言葉をこれで連想していた。このchildideも造語だったのだろう   

か？ME辞却こはOHGと注記がある。OEになし，ModG，ModEになし。Fr版では  

enfantaとしている。尚（16c）では当り前のbareである。   
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且XOβ Ⅱ＿22（後版）  

b．…tre makyngelruyt bihis kynde，Whos seed beinit silf 

Ga町Ⅰ＿1．（後版）  

the which8）conseyuede，and bare  c。Caym knewe his wijf，   

Enok：G且ⅣⅣ＿17（前版）  

dlAbraham3aue旦坐建型hehadtoYsaac；GENXXV－5（後  

版）  

㈹aGod・，and departide the watris  that weren vndur the  

firmament fro these watris  that weren on the firmamerlt；   

GEⅣⅠ＿7（後版）  

b1‖ The Lor・d shalbTynge VpOn thee a folk Lrom aferre，…，  

Whos tonge thow mayst not vnderstond；DEUr．XXⅦ＿49  

（前版）  

2．The Lord schalbrynge on thee a folk fro董erplace，，  

OfwhichfoIc thou maist not vnderstondethelanguage；  

同上（後版）   

以上の通りに，OE期の用例と個々に対比したらよく判る通りに，Seも  

seoもトoneも ＞a：tも ＞aも全て，ME期の例では‘that’になってし  

まっているか，又はOEでは，そのような場合には使われていなかった，  

新顔の関係代名詞であるwhom，Whos，the whichが現れている＋  

ワッ！大変なことだ！という善びの声が起れは，もうこっちのものだ，読  

者の皆さん！学問の深い喜びを汲み取って下さい。   

その新顔のものは又少し間を置いてから述べることとして，この本来の  

－これは必ずや，OE中性代名詞の‘ト紀t’がそうなってきたのであろ  

うという煩推が十分に効きそうな恰好のものである－一関係代名詞that  

は，その形態に落着くまでには，♪eとか わetとか batと色々な形をし  

ていたのである。  

注8）後版ではtheを付けずにwhichのみ。   
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q8）a。r CurSedeal1e ＞e men ＞emid him heoldon“［19，  

MILLESIMO．CXL Anglo－Sa．xonChronicle（＝andcursed  

allthe men who held with him；）  

b．r fand ＞e munekes r te gestes ali坐heom behoued”1  

45，MILLESIMO CXXXⅦ．，A－S Chron（＝and found  

the monks and the guestsallthat behoved them，）   

それらは全てA－5Cんγ07‡よc・わからの例であるが，（18a）では定冠詞も  

peだし関係代名詞も わeで，両者が相並．んで環境を成している。そういう  

こともあって段々と beも f，atやthatに統一・されて行ったのであろう  

し，一方peの方が定冠詞へとまとまって行ったのであろう。   

32…2“2 新流   

この，関係代名詞の新流へ入る前に一寸人間言語の9），いや印欧語族の  

言語におけるその流れを－・暫しておこう。そこではドイツ語・古英語のよ  

うに，元来指示代名詞である語を関係代名詞として使っている言語と，フ  

ンス語・ ラテン語のように，元来疑問代名詞であった語を関係代名詞とし  

て使っている言語がある。例を，なるべくME・OE挙例の各対応箇所で，  

挙げよう10）。   

㈹ ドイツ語での例  

a．．Zilla aber gebar auch，n盆mlich den Tubal－Kain；VOn dem   

sind hergekommen alle Erz－und EisenschmiedeGENⅣ＿22  

b。UndJuda sah dort die Tochter・eines Kanaaniters，der hieLさ  

Schua，GEN XXXⅦ＿2  

c”Kainerkannte sein Weib；die ward schwanger und gebar  

den HenochGENⅣ＿17  

d．Der Her・rIwird ein Volk tiber dich schicken von ferne，…，ein  

拝9）これも研究してみると面白いだろう。今後の為にここにビーコンとしておく。日  

本語には関係代名詞は無かったと言われているが，さあ今ではどうだろう？［1本語  

の関係代名詞でPhDを取った人がいるとか？  

10）従って各意味は，Mod E例等を参考にできるようになっている。   
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Volk，dessenSprache du nicht verstehst，DEUr XXⅦ－49   

¢ゆ フランス語での例  

a．Tsilla，de son c6t6，enfanta Tubal－Cain，quiforgeait tousles   

instruments d’airain et de fer．GEN 4＿22  

b．Elle enfanta un fils，qu’ilappela du nom de Guerschom，  

EXOβ‖ Ⅱ＿22  

c．Et Dieu fitl’昌tendue，etils昌par・ales eaux quisont  

au－dessousl’6tendue d’avecles eaux quisont au，dessus de  

1’6tendue La Gen6sel＿＿7  

伽 ラテン語（ここ では俗ラテン）での例  

Tubalcain，quiluit maueator et faberin   a㌧．Sella quoque genuit  

cuncta operaa∋ris et ferriGENⅣ－22  

b．，Quae peperiteifilium，quem uOCauit Gersam，EXODII－22  

clr CognouitautemCainuxoremsuam，旦望里COnCepitetpeperIit  

Henoch；GENⅣ＿17  

d．EtlecitDeusFirmamentum，divisitque聖塾竺三旦望整erantSub   

firmamento ab his quze erant super firmamentumGEN   

I＿7  

e‥ Adducet Dominus super te gentem delonginquo  

1inguaminte11igere non possis：DEUTⅩXⅧ一49   

以上が独・仏・羅の各言語での関係代名詞の使用例を，古英語・中英語・現  

代英語での各挙例との各対応例で出したものである。ことばの研究の面白  

嫌が伝わってくるだろうー賑やかな，ことば，召集，ことばの陳列である。   

そしてもう一つの言葉の性質一疑問詞は，これらの諸言語でどんな語  

なのかを，今度はなるべく短文でさらりと見ておこうIl）。  

注11）各言語での例（a，b，C）の意味は，次にMod Eで筆名が試訳しておく。  

a Whereist thou？  

b．Who has told thee that thouist naked？  

cWhat hast thou done？   
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㈹ ドイツ語で  

a＝ Wo bist du？GEN Ⅲ＿9  

b”Wer hat dir gesagt，daB du nackt bistl？GENⅢ＿11  

c．Was hast du getan？GEN Ⅳ＿10   

鍋 フランス語で  

a Q丘es－tu？GEN3¶9  

b．Quit’a appris que tu es nu？GEN3＿‖  

c。Dieu dit：Qu’as－tulait？GEN4＿＿10   

朗 ラテン（俗ラテン）で  

a．Vbies戸G丘’〟皿L9（但しVbi＝塾空）  

b‥ Quis enimindicauit tibiquod nudus esses・・？GENⅢM＝  

c．．Quidlecisti？GEN Ⅳ＿1O   

もう一文，Latinで思い出す名作（名画）の題がある－－QUO VAD－  

IS？だ。英語にするとWheredoestthougo‘？であるが，このvadereという  

語はinvaderとかevadeとかで英語に移入されている立沢な語なので，読  

者も自然に吸収してもらいたい12）。   

そして又，このラテン系のqu一対ゲルマン系のwh－，即ち〔kw〕音対  

〔hw〕音の対応ほ，日頃色々な語例で感応している通りに，よくあること  

であり，更には学問的には印欧祖語対ゲルマン語の対応特徴子苫の一つの  

好例なのである－Grimm’s Law。  

qu－－Wト  

ーーーー→〔kw〕  〔hw〕  

p，t，k f，0，h  

注12）筆名は約－i－数年昔，滞米中の住所がVeniceBouJevardとWadeAvenueの交差  

（あちらでは地点をそんな風に言って示す）だったので，英語のwadeがラテンの  

vadereとCognateなのかな？と思ってLos Angelesを「足で歩き渡ろう」（＝  

wade）かと思ったりしたものだった。   
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と，こ．こまで，途中で，ドイツ語，フランス語，ラテン語の場合の話に  

入り込んでいたのだが，そのように疑問詞を関係代名詞に使っているのが  

フランス語・ラテン語であり，丁度11C初期のNormandy公Williamの英  

国征服による，英国を大変させた事件のお陰で英語も大影響を受けたが，  

英語が，本来の指示代名詞系の関係代名詞であったのに，Wh一系の語即ち  

疑問詞を関係代名詞に使うようになってきたのは，この時代の影響であろ  

う13）。大体，中期英語の末期（14C）からである。   

フランス語の影響というと，Whichにtheを冠するthewhichという言  

い方もそうかと言われるものである－（16c）に挙例－が，フランス語  

の1equelを思わせるものがあるからである。例えば次例如きものである。   

㈱ 仏作文試作例  

La table surlaquelle est unlivre est ancienne 

（＝The table on whichis a bookis old”）   

これは仏語ではよく前置詞との結合で使われるそうで，英語でも  

Chaucer・やShakespeareの英語でthe whichが現れる時，やはり前置詞  

との結合でと言われたものだが，そうでもあるし，又前置詞なしにも使わ  

れている。   

こうしてwh一系が使われるようになって釆たのであるが，（16a）のよう  

に．先行詞が人である場合の関係代名詞として whom を使用するとか  

whos（16b）は段々と出てくるのであるが′Whoが仲々現れない一視れる  

のは16C以後である－が，（16c）のように．thewhichやwhichが使われる  

情況にあった。即ちwhichは先行詞が物の場合でも，人の場合でも使われてい  

たのである。有名な文でのその例をTyndale訳（1526）の聖書から挙げよう。   

CZ7）00ure空地聖地artein heven，halowed be thy name；  

〟α古土んg抑Ⅵ＿9   

更に．又whichにthatを添えたwhich thatが現れる。次例のようなも  

のである。  

注13）OEDに145PastonLett Suppl（1901）35AletterqWyChIsendyow a  
copyof及それ以前にquhylk，quhichの記載があるが，興味深い。   
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㈹ He竺垣塾1垣主haththeshortestshalbiginne14）LThePrologue’836   

これはChaucer・の英語からの1例であるが，このようにwh一語＋  

thatという構成は，英語の長い歴史の中で，ME期に現われては又ME期  

に．後は廃れて行った？珍形である15）。或はOEに在った‘se F，e，のよう  

な，指示代名詞se，SeO，paet類の語に不変化辞 ＞eを添えた構成への感  

覚的連想が基になってできていたのかも知れない。   

こうして新しい流れで近代に入り，Shakespeareにはthe whichもまだ  

残っている。次に例を挙げておこう。   

㈹■ a pOOre 地／Deuided 董rom herfelfe，and he fair  

iudgement，／Without the which we are pietures，Or meere  

bearts．HamletⅣh V。84ノ、＿6  

b小 Why one faiIe daughter and no more，the which heloued  

pa［slng Well”HamletIIii．425   

そして新型wh一語と旧型thatの競い合い－ルネッサンス期での文語への  

Latin化とthat排斥，又17CDryden他の口語盛り込みでthatの盛り返し  

－の中で，亡んg5クgc・土αわ7紙に「古い家柄の我々が新参のthatに地位を奪わ  

れて残念だ」と，Whoとwhichからの慎しやかな請願が出され，その話は逆だ  

とか英語史知らずだとか言われてきた16）が，それ程のシーソ・－・ゲ・－ムだったのだ。   

そして現代では，承知の通り，Who，Whichの方が，堅いthat＋ い  

や，かえって現代で使われてゆく中に現代で生まれてきた，あの俗っぽさ  

注14）拙論（1987d），（1993b）に所載。  

15）だから又思い出されるのが拙論（1987d）「COMP→±WH設定への根拠につい   

て」である。  

16）CL Wrenn（1949）   

中島文雄註繹（1965）  
r〃ggルCんJ5〃エA〃C乙JAG丘p125及その注参照。   

そして，この話，新型と旧型をとり迎えた作者Addison／Steeleの物知らず，ほ  

よく言われてきたのであるが，そして：同書の注にも「Addisonが英語史を知らな  

かったからである」と書いてあるのだが，これほ勿論絶対的事実としては当然  

thatが古いのだが，その当時頃だけで一寸言うと相対的事実としてほthatが新一  

劣勢にあったのが勢力を盛り返してきたのだから－しいのだ，新興勢力だ，という   
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での使い易さをも具えてしまうに至ったのだが17）岬よりも，より柔軟で  

一般並みの感じをももって，しかもwhoほ人に．，Whichほ物頚に，という  

しっかとした区別性までも惹き起して使われているのである。   

そして又更に，［］語では関係代名詞等は省略しよう一丁度接枕詞that  

にもその傾向がある通りに－という傾向が盛んであるが，これ又関係代  

名詞発生の原点－Curmeその他によると並列節（Parataxis）から関係  

詞節は始った18 」 へ戻り着いたのであろうか。更に又，奇しくも，英米  

人の幼児もその言語獲得過程で，関係詞節形成期には先ず関係詞を使わな  

いで始めて行くという事実報焦があるのだ19）。   

以上で関係代名詞の話を終る。そしてその長い歴史の流れを鳥撤図で示  

しておこう。  

区＝ 関係代名詞の由来  

which  
whom，Whos  

I  

Who，Whose，Whom  
which   

l   

同 上  

ことを竃わんとしたのかもしれない，と思ったりする人はいないのか？とも私は  

思ってみたい気持で，このエビソードには初めから心の対処をしていたようだ。  

注17）人間のことはというものは解らぬものだろうー後難にして奇怪。だからこそ，  

又ここで今先のSpectator紙上のエピソードへの，或ほAddisonへの弁護の心理へ  

と結びついてゆくのだ。  

よく新聞広告に，名画り名筆が連日り連週出るが，あれがかえって凡画・凡筆に  

変ってしまったという心理を楽しむとか憐んだ人は多いだろう。私は何かで，「第  

九」を余り毎年歌うと「第九」も凡曲になると苦いたことがある。ことばへの日常  

の心理にもそれがあるのだ。  

18）G O Curme（1912）及び高津春繁（1973）参照。  

19）拙編注（1993）参照。   
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33 指示代名詞の流れ   

上で，表1のse，SeO，＞eetを出発点として，そこから一つの流れが  

theなる定冠詞の流れ，又一・つの流れがthatという関係代名詞の流れ，と  

いうように二つの大きい流れがあったことを述べた。そしてもう一つの流  

れが，指示代名詞としてのthatの流れである。   

OEでほ指示代名詞は，男・女・中性と性が分れた指示代名詞であって，  

それらが具体的にはse，SeO，pZetという語であり，名詞に冠したり，又そ  

れらが単独に．使われたりした。その前名が所謂定冠詞であり，後者が所謂  

指示代名詞又は関係代名詞なのであった。そして，その嘩独で使われる方  

では，関係代名詞としての使用例が圧倒的に多く，所謂指示代名詞として  

の使用例は一読老の皆さんが実際に古典文書を目に・しても，いや，－・般  

の皆さん，いやかなり英文学・英語学をやっている人でもおいそれと古典  

文普を目にすることは出来ないので，せいぜい私が，そういうこともあろ  

うかと，なした編吾20）があるので，それならかなり甲く書店で手に入るだ  

ろうが一極めて少ない。   

その少ない使用例の中の又二三の例を，拙著21）所載のものから，ここに  

挙例してみよう。   

㈹a．r gedide∂aet pzes cwearternes坐him wear－＞e swi∂e  

hold塾himbetzehteealle ＞agebundenemen∂e‥GEN 

ⅩⅩⅩⅨ＿2l〈〉22  

（＝and did so that the chief of the prison became very kind  

That（man）handed overallthe bound men that…）  

b，r nam Sephoram his dohtor towifeSeo cende him sunu  

EXOβ121～22  

（＝and tookZipporahhisdaughtertowife Thewifeborehim  

注20）菅沼 惇（1990）『GENESISIN4VERSIONS－OE，ME等への入門として  

－』大阪教育図曇‡。   

21）拙著（1993）『OLDENGLISHHEPTATEUCHの言語研究』香川大学教育学部研  

究叢書3のⅡ42より。   
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a son）  

c．「God me sende…，「＞aet ge habbon t＞zetge magOn big  

libban塾naes naeowres ＞ancesac ＞urhGod，＞e  

G丘’〃XLV＿7、8  

（＝And God sent me‥，and so that you have what you may  

live onThat was not throughyourlavouIbur through God，  

that…）   

最後例cではDaetの前の文の出来事を受けて使われているDaetであ  

る。文例b。は非常に難しそうな語もなく，短文でよく解る文例である。   

そのように男・女・中性の3性でそれぞれに使用されていた指示代名詞  

が，ME期にほその中の‘t＞Zet’だけが，＞at，thatの形となって使われ  

るようになってしまったのである一人の世，ことばの世界も，とにかく  

「選ばれる」ことの多さよ！   

ただ単にそのように性の相異として，中性の指示代名詞であった ゎ於t  

なのだが，それが現代において使われているthatになってしまうのであ  

るが，その関りについては，やはりもう一つの指示代名詞thisとの係りに  

おいて眺めなくてほならない。   

そのことについてほ文章を別にして，次孝でとり扱うのがよい。   

4指示代名詞二種  

OE期に指示代名詞ほもう一種顆あった－「これ」「この」の意味をも  

つ，これ又男・女・中性それぞれの f＞eS，E，eos，f＞is煩である。これ又丁  

度この最後の中性の‘♭is’が現代綴りにしてみると，‘this’であって  

解り易いであろう。   

41 this とthat   

thatについては今まで上でずっと見てきたので，先ずこゝではthisが  

OE期からどのように使われていたかを見てみよう22）。  

注22）これら¢1）～鯛に掲げる諮例も又全て，拙著（1993）［4り1より転脱である。   
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鋸a．塁望by∂23）re∂emann，GENXⅥ－12  

（＝This shal‖）eawild man，）  

b”聖垣isnubanOfminumbanumGENIIL23（意味は（3a）を  

みよ。）  

¢2）a“Eala hu egeslic∂eos stow ys！GEⅣ‖XXⅧ＿17   

（＝Alas，how awfulthis placeis！）  

bDisne man mesealdeDrihtenGENⅣ＿l（（3b）に意味はあ  

る。）  

c。1ic sille ＞e t，island GEN XLVⅢ＿。  

（＝andIwⅢgive thee thisland）  

O3）a。Tell＞as steorran，gyf∂u m2ege；GEN XV＿5（（3d）に意  

味あり。）  

b。Das synd Noes cneornyssa：GEN Ⅵ＿9   

このように，OEにおいてほ，男・女・中の3性で，必要に応じて諸格形  

をとりながら，この指示代名詞は，上例でしっかと理解できる通りに使わ  

れていたのである。その最初の出発点の姿を表に．まとめておこう。  

Sgl   

f  n   全 性   

nOm  ＞es   ＞eos  ＞is  pas   
aCC  ♪isne  ＞as   ＞is  pas   
gen  ＞ises  ＞isse  ＞ises  bissa／pisr・a   

dat  ケisum†……………r。如  恒sum  
この表を見てよく判る通りに，ModE形‘this’の形が－・質しているのが中  

性の場合であり，更に又他の性の場合にも，文政数形の場合にも，その形態  

23）このby∂はbeon（＝be）の3rdperspres形：即ちbeon土壁→（beoe∂）→  

by∂菅沼仮説。（同様にbeon 土迫→（beoa∂）→beo∂）尚この文脈はAbTamの妻   

Saraiが石女（うまず女）なので，侍女Hagarを与え，学んだ時，天使が言った昌葉   

なので，近い将来生れる時のことなので，Shallbeとしてある。   
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がちゃんと含まっており，「人は力」であったように「ことばも力」であった  

わけで，その形が優勢になって，ME期には非常に単純化されて次例のよう  

に全でthis’形になってしまい，そしてそれが現代に残っているのである。   

錮 a”工垣SChalbeawieldeman；GENXⅥM12（後版）  

bl工蛭isnowa boonof myboonys，GENⅡ－23（後版）   

05）a”Howfeerfulis建堕＿鯉竺望！GEN XXⅦ－17（前版）  

b24）Ihave hadamarlbiGod．GENⅣ＿1（前版）  

c‖ and Y sha13yue tO thee thisloond，GEN XLⅦ＿4（前版）  

06）aarld noumbre thesteTTyS，if thow maystGEN XV＿5（前版）  

b‖Thes25）benthe generaciounsofNoeGEN Vl＿9（前版）   

そのように．，占期英語時代に‥おいては，文法性のuつである中性の指示代名詞と  

して使われていた‘p紀t’であったのだが，その‘that’が，もう一つの種類の指示  

代名詞であった‘pis’由来の‘this’と，現代行なわれているような対照関係におい  

て感じられ，使われるようになったのは中期英語時代以降だとされている26）。  

注24）これはOE版の対応箇所（32b）とほ別表現となっていて，指示代名詞が付いて  

いない。原典のVL版をそのまま移植したのだろう。  

VL版：Possedihominem per Deum   

25）Wycliffe版の後版でほThese使用である。   

26）これほMustanoja，T F（1960）を参考にしているが，その原文をq今後の研究の   

為の又ビーコンとして狛－－一次に引用しておく。thatとthisの対照的に使用された  

好例は筆者が卜線を引いている。なおOEでの例まで注記として挙がっている。   

DEFINING AND DEMONS・TRATIVE UsES －On the whole，the OE use of  

independent5e，SeO，＞aet coincideswith ME and Mod E usage，but the dependent  

use of this pronounis definlng rather than demonstrativein character and  

COTreSpOnds roug机y to that of the defjnjte artjcle′Thjs usage survivesin some ME  

expressions especially before proper names：－that Diane his dowhter（Gower CA  

v1249）；－the aungeles sOngen that joyfulsOnge’Gloriain E2・Cel5is’（Love，  

Bonavent Mirr 50；NED）2About the beginnining of the13th century there are  

Signs of that assumlng a mOre definitely demonstrative character and being  

implicitly or even explicitly opposed to th15－ f）e Laferrd haffdelitellrum［nn  

all声att mlCCle riche（Orm2490）；－ich wille telle j＞at CaS（RGlouc205）；－  

E＞allrewasded，j＞i5Salbelijf（Cursor8502，CottonMS）l 
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42 these対those   

現代英語ではthisの復数形ほtheseであり，thatの複数形はthoseで  

ある。英語の出発点即ちOEでは，thisの複数形は 桓s等々（表2”）で  

あり，thatの復数形ほ ♪a等々（表1．．）であった。   

さて，それらの原点一  戸aS対 pa－から，その後どんな過程を経  

て現代のthese対thoseへとなってきたのであろうか？その事情について  

はOgβが詳しい27）ようなので，それを私が概略伝え又平行して図示して  

みよう。  

図2  
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1  

thes，these  

l   

these   

南部へも広がる  

those  Mod E  

）Sporadicinstances of the dependent that with a clearly demonstrative meaning  
OppOSed to’this’occur eveninlate OE texts‥－♪乙Sleohlwe habba♪ wi＞  

乃γ亡♂乃祝g♂仇紀乃e，α（♪だ亡Jeo如紺♂SC♂OJα花SeCα乃 ♪記吉相♂mO土e乃んα∂あα乃∽まdg乃gJ祝∽  

qemaene（Blickling Hom 21）CfOJohnsen，EStudien XLVI，1912－13，6－7  

※）ただのそれだけ－thatが「あれ」，thisが「これ」と対照的に使われている現象を   

見付けること－でも，人間遭遇することが難しいのである，少し古くは，ね，今だった   

らありますよ。今後は私もなるべく気に留めて粁いて蒐めるようにしようと思う。  

注27）勿論これとて．中尾俊夫（1972）『英語史［』p142も指摘しているように，欠点  

を持っているようでもあるが，又今後一誰がやってもよいのであるが，ただ大変  

な時間と骨折りを要する一の研究の為にここにその時の為のビーコンを灯しても  

粁く。  

OEDより，These（∂i’z），dem pron and adj（f＞lural）Forms：See below［This  

WOrd has a complicated history The OE plof∂es，∂60S，∂lS，WaS   
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即ち，OEt，isのpl形は ＞as及び比較的少数だがt，aeSがあり，それ等ほ，  

当然の音変化で，MEで os，eSとなった。わesは，やはり何と言っても‘b－  

is’系の感じの語で，南部でそのままpl形に安定した－その間仙方isに形  

容詞のpl・屈折語尾一eを付けたis－e28）も起る鵬が，－・方＞osの方は，bo  

（OEse，SeO，pa，tのpl形＞a由来）と同意語だと感じられてしまって，北部で  

♪atのpl形になってしまい，南部へも広がった，という樫のことである。   

その ＞0乃至はthoについてはWycliflite版聖書によく現れるので，実  

例を挙げておく。  

∂as，less commonly∂金s（：－OTeut＊j，al－Se，一Si），dat aiosum，∂is（s）um，  
gen∂isSa，∂iSraThe form∂ds1emainedin ME as ♪a5，Which was  
duly retainedin the north，and by regular phonetic development became  
♪∂；inmidland and south The OE ∂粂s gave ME，j・盃s，♪es，♪eos，  
and theirlocalvariants，including sw♪its A frequent form ofj・5s from  
the12th to the16th c wasj・is，identicalwith the sing：See T below  
The two forms j，5S and j・dS became differentiatedin use after1250－  
1300，j・55andits variants remainingin the south as pluralof TH7S，  
WhiJe jds became synonymouswith ♪d，the pluralo董 se，S60，｝aet，  
TIIAT This was prob due to assimi1ation，♪es，♪iS，etCbeingmorelike  
the singular and the datand genpl，While j・a5WaSinvowellike ♪at  
and ja Apparently the assumption of bdS aS plo王 j・at beganinthe  
north，and slowly spread to the southinthe form ♪∂s：See THOSE But  
from the12th c there was evidentJy a tendencyirlthe midldiaJects to  
di董ferentiate the pluralof thi5by adding－e，aSin the pluralof adjs（al，  
alle，Sum，SumC，his，hiIe，etC），SO that from c1200to1500a frequent  
midland form was j＞ise（2sy11ablesin Ormin，etC）；in e midlalso  
♪ese appears c1200Even the s w j・iLS Varied with ♪iLSe Ofallthese  
varieties，these was the survivor AIso，Of th∂and th∂s，the two plurals  
of that，the former was finally droppedin the course o董the16th c；SO  
that there now remainin standard English only the two forms theSe and  
those（thoos，th∂s）－bothin their origin plurals of this；the original  
pluTaJofthat beinglost jn standaTd Engユish，thoughin Scotland and the  
northern counties of Englandit survives dialectally as thae，thed，theed：  
see THAEIn the same district the5e has been superseded byTHIR（thur，  
thor）（The originalplj）aS，b∂sis treated under THOSE，tO Whichit  
belongsin form，thoughin meaningit belongs here）］  

注28）Chaucerにも見られるM既出拙論（1993b）Ⅲ3…指示代名詞の項にもその記述  

あり：  

Bu亡With thise reljcs，Whan that he fond  
A povre person dwelling uponlond，  

Upon a day he gat him more moneye  
Than that the person gatin monthes tweye  

（The Prologue701～704）  

（彼（免罪符売り）は，地方で貧しい牧師を見つけては，こんな聖骨を売って，  
一月でその牧師のニヶ月分以上もの金を儲けていた。一拙訳）   
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㈹29）a．and God madesterris；and settide thoin thefirmamentof  

heuene，GEN。I＿16、17  

b．God sei5alle thingis which he made，and tho weren ful  

goodeG丘－〃Ⅰ一31   

0EDもacomplicatedhistoryだと言っている通り，とてこも後雑な物語  

が，このthisとthatの復数形にはあったのである。又鵬寸簡単に．言って  

しまえば，これ又誤解の歴史であったことにもなる。   

おぁりに  

定冠詞・指示代名詞・関係代名詞は一つのルー・ト（One Root）から，  

三つの大きなルl－ト（Three Routes）で，流れ降りて釆ているのだ。  

指示代：se，SeO，  トぉt  

定冠詞  指示代  

関代 「⊥′se∴＼⊥         Se  
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29）既出拙編（1990）に所蔵。尚sterris＝StarS，Sei3＝SaWであるが，その他で綴りが   

少し変な語は自然に判読してもらいたい。   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



Se，Seo，f）記tからのEH発  159   

引用文献  

Biblioteca de Autores Cristianos ed 1982Biblia Sacra iu2：ta Vulgatam  

ClementlamMateoInurria，Madrid  

Crawford，SJed1922 The OldEngliSh Version of TheHeptateu（h OUP  

Deutsche Bibelstiftung1967D［E BIBEL od DIE GANZE HE［L［GE SCH  

∂g5 月ムrg〃 〃〟β 〃ガレg∧Jr且Sr月Aオg∧J71ぶ 〟月C〟 ββ尺 びβ且尺ぶE7’Z乙／∧JG  

MAjU［N L，UTHERS Stuttgart  

Murray，JA Het aleds1970 The OヱfoYdEnglish Dictionary Oxford  

Mustanoja，TF1985 AMiddleEnglish5ynta2：Part t”東京：名著普及会。  

Skeat，W Wed1963 The Canterbury Tales，THE COMPL，ETE WORKS OF  

GEOFFREY CHAUCER Oxford：Clarendon Press  

菅沼 惇1978d”「COMP→土WH設定への根拠について」香川大学教育学部研究  

報告弟Ⅰ部第71号。  

編．1989『GENESISIN4VERSIONS－OE，ME等への入門として』大  

阪：大阪教育図書。  

1993”『OLDENGLISHHEPTATEUCHの言語研究』香川大学教育学部研  

究叢書3。  

Societe Biblique de Geneve：L，A SA［NTEB［BLJE La Maison dela Bible，Paris  

Thorpe，B ed1861THE ANGLO－SAXON CHRON［CL，E，ACCOIW［NG TO THE  

SEVEIL4L OR［G［NAL，AUrHOR［T［HS VOL I LONDON；LONGMAN，GREEN，  

LONGMAN，AND ROBERTS  

参照文献  

荒木一雄・・宇賀治正朋1984『英語史ⅢA』「英語学大系10」東京：大修館。  

市河三吉編琵1952rゐβProわg〟e 東京：研究社。  

・－  
、－ 

・ 
＿＿ 

Curme，G O1912‘A Historyof The English Relative Pronoun’JEGP XI  

中尾俊夫1972『英語史Ⅱ』「英語学大系9」東京：大修館。  

中島文雄1965『英語発達史』東京：岩波書店。  

Murray，JA Het aleds1970上掲辞二乱  

菅沼 惇 1993a．「ME所有格の使用傾向＋屈折形と of句＋ Wycliffite  

GENESISの場合」香川大学教育学部研究報告芽＝部第87号。  

菅沼 悸1993b「Chaucerの言語研究－ThePrologue一英語の史的発達－」  

香川大学教育学部研究報告第Ⅰ部第88号。  

菅沼 惇1993c「Shakespeareの言語研究一Hamletin Q2一英語の史的発達   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



160  

－」香川大学教育学部研究報告第Ⅰ部第89号。  

高津春繁．．1973『印欧語比較文法』東京：岩波書店。  

Thorpe，B ed1861J：掲書VOLⅡ”（Translation）   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ




